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読者の皆様へ

　赤十字国際委員会（ICRC）広報の最新号をお届けします。

本広報はICRCクアラルンプール地域代表部の作成によるも

のです。

　2008年5月にミャンマーを襲ったサイクロン「ナルギス」およ

び中国・四川省の地震、更には同年8月のグルジアでの戦

闘勃発などにより、人道上のニーズはこの数ヶ月で著しく高まっ

ています。ICRCは各国赤十字・赤新月社、国際赤十字・赤新

月社連盟、そして他の人道機関と共に緊急支援を迅速に展

開し、再建と復興への取り組みを開始しました。また、特別な

保護する任務（protection mandate）に従って、自由を奪わ

れた人々に支援を提供し、離れ離れになった家族の安否調

査を始めるための活動も実施しました。

　この保護する任務に従った活動は、ルワンダのICRC派遣

員の活動にも顕著に見られ、自由を奪われた人々が人道的

に扱われるようにするための活動が主体となっています。

ICRC派遣員沖本慶一郎氏は、自らが直面した幾多の試練

について述べていますが、彼は取り組みの結果を見るにつけ、

そこには複数の「報酬」が存在すると強調しています。

　最後に、ICRCと日本との協力関係がますます発展している

ことをいつもながら嬉しく思います。2008年2月にICRCのヤコ

ブ・ケレンベルガー総裁が日本を訪問したことは、ICRCがそ

の強固な関係を認識していることの表れであり、重要な対話

を実施していくというICRCの長期的な意欲を示すものです。

ICRCの人道的活動は、日本の政治的支援、道義的サポート、

財政的援助なくしては成り立たなかったと確信しています。

ヴェルナー・カスパー

（Werner Kaspar）
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ICRC総裁ヤコブ・ケレンベルガー博士は2008年2月の訪日の際、東京の日本赤十字社本社を訪問し、率直かつ実りの多い議論を交

わしました。（ c 日本赤十字社）







　　　

 

 


